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はじめに  

 

このたびは、弊社製アークネットアナライザ［ＡＢＬ］シリーズをお買い上げいただきまして、誠にありがとうございます。 本製品は、アークネット開発・

保守環境をより低コストで高機能に対応するため、高機能ＣＰＬＤデバイスの採用と弊社独自のアナライザエンジンの開発によって、幅広いニーズに対応する

事が可能な製品です。キャッツは、アークネット計測のパイオニアとして、計測環境を細かく分析して商品開発をしています。設計開発に必要な計測環境と保

守に必要な計測環境では、必要な機能が違います。そのために不必要な一体化の統合環境を避け、必要な機能を必要なだけモジュールとして継ぎ足していく事

が可能です。 

シミュレータ機能は、ネットワーク内のノードに自動的にリンク確立して最大１０種類のパケットデータを送信する事が可能です。送受信の様子をアナライ

ザで確認しながら開発、デバッグ、保守等がより効率的に行う事が可能です。 

自動保存機能は、ネットワーク内のパケットデータすべてを取りこぼす事無く、ＰＣのハードディスクに最大１０日間保存する事が可能です。その事によっ

てパケットレベルでの不具合は、現象が発生するまで現地に張り付いて監視する必要がなくなります。ただし 自動保存機能は大量のシステムリソースを必要

とするため、アナライザとの同時使用はできません。 

 

「ＡＢＬ」シリーズの特長 

★ 二種類のモデル 

   「ＡＢＬ－０９モデル」…ベーシック・シミュレータ機能搭載 

   「ＡＢＬ－１９モデル」…ベーシック・シミュレータ機能・自動保存機能搭載 

¸ ＰＣ／ＡＴ互換機 ＤＯＳ／Ｖ仕様の動作環境 

¸ フルグラフィック使用のデータの見易さ 

¸ トークンを含む全てのデータの取り込みが可能 

¸ 取りこぼしの無い高速ハードウェアロジックの採用 

¸ 強力な内部トリガ×２ 外部トリガ×１を装備 

¸ パケット編集フィルタ×２ 

¸ 1μＳ,１０μＳ,１００μＳ,１mＳ,１０ｍＳ,１００ｍＳの分解能タイムスタンプ 

¸ 最大 64Mbyte キャプチャメモリ 

¸ 対応回線速度は、1.25Ｍbps を除く、156.25Kbps から 10Mbps 迄 

¸ すべてにおいて高速化、高機能化 

¸ 高速ハードウェアロジックでリアルノードマップ表示 

¸ ネットワークの異常検出をハードウエアで高速検出 

¸ 拡張性に優れたカスタムＬＳＩの採用 

¸ 高機能、高速性を実現するＳＨ－３とリアルタイムＯＳ採用 

¸ 電源供給はＰＣのＵＳＢバスパワーでＯＫ 

¸ シミュレータ機能 

¸ 自動保存機能 
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１．ＰＣ接続とアークネット回線接続  
 

１－１．メデイアトランシーバーについて 

本製品は、アークネット通信の物理層レベルを３種類のメデイアトランシーバーで対応しています。トランシーバの種類は、本製品発注時に指定された

メデイアトランシーバーを実装試験して出荷されています。ご使用される前にもう一度ご確認してご使用ください。 

但し 本製品は、ダイパルスには対応していません。 

 

１－２．回線接続と終端方法 

アナライザの信号入力には、２つの入力コネクタが用意されております。ツイストペア線使用の場合は、ＲＪ１１コネクタを使用し、同軸ケーブルの場

合は、ＣＯＡＸを使用してください。  

必要ならばアナライザの終端用コネクタに伝送線路インピーダンスにマッチした抵抗器で終端してください。またＲＳ－４８５の伝送形式には極性があ

ります。極性を間違わないようにしてください。また ネットワークシステムからアナライザに接続するケーブルは極力短くを基本として数メートル以内

の長さで接続してください。長いと反射等の影響により、正しく計測できない場合があります。 

 

 

 

ＲＪ１１コネクター接続図              

 

                                  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

ピン番号 信号名称 定　　義

1 ＮＣ 未使用
2 ＬＩＮＥ＋ 差動入力　＋極
3 ＬＩＮＥ－ 差動入力　－極
4 ＮＣ 未使用

 

123 4 

ＲＪ１１端子配列 

ピンアサイン表 
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終端抵抗の取り付けは、使用する伝送線路インピーダンスに合った抵抗器を終端抵抗接続端子（矢印）の上の灰色のボタンを［－］ドライバ等で押しながら抵

抗器を挿入します。若干 入れ難いので軽く引っ張って確認してください。その他の方法として 同軸ケーブルご使用の場合は 市販されているＢＮＣ Ｔ型

分岐コネクタを使用して片側に終端抵抗を接続する方法もあります。ツイストペア線の場合は、市販されている電話用モジュラー分岐コネクタで片側に終端抵

抗を接続する方法もあります。これらの場合は、専用の終端抵抗器をお買い求める必要があります。 
 
 
１－３．ホストとの接続と電源について 

インストールを開始する前に、ＵＳＢケーブルは、絶対に挿さないでください。インストールが正しく終了できない場合があります。 

ホストとの接続は、添付のＵＳＢケーブルで行います。ここで注意する事は、本製品は大量のデータをＰＣとの間で転送します。マウス以外の他のＵ

ＳＢ機器は、絶対に接続しないでください。また 必ず添付されたＵＳＢケーブルをご使用ください。 

アナライザの電源供給は、ＰＣのＵＳＢバスパワーです、ＰＣのＵＳＢバスパワーは、お使いのＰＣの取扱説明書をご覧ください。 

     

 

何らかの要因でシステムがロック状態になった場合システム初期化が必要です。本製品にはリセットスイッチは装備していません。そのような状態に

なった場合、ホスト側の再起動と共にアナライザの初期化が必要です。アナライザ側の初期化は、ホスト側が完全に起動した状態でアナライザの＋５

Ｖジャックを抜き ＵＳＢコネクタ抜きます。その後 ＡＣアダプタ＋５Ｖジャック、次にＵＳＢコネクタの順に接続すると、その直後にホスト側に

ＵＳＢ通信を知らせるメッセージが出ます。それに［ＯＫ］で答えてください。この後アプリケーションを起動してください。 

ＵＳＢバスパワーのみでご使用の場合は、ホスト側の再起動後、ホスト側が完全に起動した状態でアナライザ側のＵＳＢコネクタ抜きます。その後Ｕ

ＳＢコネクタ接続すると、その直後にホスト側にＵＳＢ通信を知らせるメッセージが出ます。それに［ＯＫ］で答えてください。この後で、アプリケ

ーションを起動してください。 
 
 

ＢＵＳＹランプ 

ＴＸＤランプ 

ＲＸＤランプ 

ＣＯＡＸ回線入力 

終端抵抗接続端子 

ＲＪ１１回線入力 

電源ランプ 
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１－４．「ＡＢＬ」シリーズの動作環境と注意点 

ホストコンピュータとの通信は、ＵＳＢを使用しています。付属のＵＳＢケーブルを接続してください。重要な注意点として 前述しましたが、ア

ナライザは、ホストと頻繁に大量のデータを通信しています。ここにＵＳＢ接続のストレージデバイスを接続されますとＵＳＢのトラフィック量が大

きくなり、アナライザの動作に支障がでる可能性があります。ＵＳＢデバイスでもＵＳＢマウスのような低速デバイスは問題ありません。以下の構成

例は推奨例です。  
 

構成部品 仕  様  

ＣＰＵ １ＧＨz ペンティアムⅢ以上  

メモリ ２５６ＭByte 以上 大量のバッファを必要とします。 

ハードディスク 10Gbyte 以上 最低 4Gbyte 確保する事 

グラフィック ＸＧＡ以上  アナライザはＸＧＡ固定で動作 

ＣＤ－ＲＯＭ ２倍速以上 インストールに使用 

ＬＡＮカード  なくても可 

フロッピドライブ  なくても可 

   

マウス 必要 ＵＳＢ接続可 

ＵＳＢ  12Mbps Ver 1.1 以上 多段のハブは絶対禁止 

ＯＳ Ｗｉｎｄｏｗｓ－２０００以上 ９８は不可 

 

バックグランドで動作するソフトウエア（ウィルスチェッカー等）は無効にしてください。 

自動保存機能を使用する場合、トラフィックに応じたハードディスク容量を必要とします。 
 

外部インターフェイス 

ＵＳＢコネクタ 
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１－５．ソフトウェアインストールの方法 

インストールを開始する前に、ＵＳＢケーブルは、絶対に挿さないでください。インストールが正しく終了できない場合があります。 

また 現在動作している他のすべてのプログラムを終了させてください。終了させないと正しくインストールされない場合があります。Ｗｉｎｄｏ

ｗｓを起動してから［ＡＢＬ－０９］アプリケーションＣＤ－ＲＯＭをパソコンのＣＤドライブにセットします。 

以下の順序で画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お使いのパソコンの動作環境によっては、上の画面が表示されない場合があります。 

この場合は、［スタート］ボタンをクリックして［ファイル名を指定して実行（Ｒ）．．．］を選択し、表示されるエディトボックスに［Ｘ：￥ＳＥＴＵＰ．

ＥＸＥ］と入力して［ＯＫ］ボタンをクリックします。セットアップ手順に従ってインストールしてください。その際にインストールしたドライブ、

ディレクトリ名は、この後のドライバーファイルのインスールに必要です。忘れないようにしてください。  

 注 Ｘ：はＣＤ－ＲＯＭドライブのドライブ名です 

（１） （２） 

（３） （４） 
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１－６．ドライバーファイルの要求に対して 
 

 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１－７．本装置で作成されるディレクトリとファイルについて 

  本装置で使用されるファイル関係は、システムで定められたディレクトリに格納されます。 

御客様が勝手に変更するとファイルシステムに矛盾が生じシステムダウンを引き起こす可能性があります。変更しないようにお願い致します。 

下記にディレクトリ構造を示します。 

 

Arcnet_ Analyzer 

 

  Data_Base 

 

    Capture_Data  

    Sim_Data 

    System_Set 

    Work_Data 

 

 

 

「ＡＢＬ」シリーズは、ＵＳＢケーブルを接続すると最

初だけＵＳＢドライバを要求します。 

その場合、先ほどのシステムをインストールしたドライ

ブ名：ディレクトリ名を指定してください。 

ＣＤの場所を指定する 

Ｄｒｉｖｅｒの場所を指定する 

このボタンを押してください。 

インストールして完了します。 

Ｃドライブのルートディレクトリ上に［Arcnet_ Analyzer］のディレクトリがインスト

ール時に自動的に作成され、その下に［Data_Base］がさらにその下に 4 個のキャプチ

ャ用ディレクトリ［Capture_Data］、シミュレータ用ディレクトリ［Sim_Data］、システ

ム設定用ディレクトリ［System_Set］、作業用ディレクトリ［Work_Data］が作成されま

す。ここからのデータコピーは差し支えありませんがデータの直接編集は、システムの

安定性を損なう恐れがありますので他のエディタツールを使用して編集するのはお止

めください。 
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２．システム起動 
 

インストール完了後、電源、ＵＳＢケーブルを接続してください。 

本装置の起動は、［Ｗｉｎｄｏｗｓ－２０００，ＸＰ］を起動後 「ＡＢＬ」のアイコンをダブルクリックする事によって起動します。システム起動に支障がな

ければ、図１に示す画面が表示されます。 

システムが正常に起動されるとＬＳＩのコンフィグレーション、システムの初期化、グラフィック初期化が完了してシステム初期化完了画面になります。  

機能説明をする上で簡単に画面の機能名称を図－１に示します。 
 
 
 
 
               

 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

図－１ 

システム情報画面 

システム設定情報画面 

回線情報画面 

ファイルメニュー 

検索メニュー 表示メニュー 計測開始ボタン 計測停止ボタン 

メニューバー 

循環形式周回カウンター 

システムインジケータ 

計測収録アドレス 

機能進捗表示 

マップ画面 

メッセージ翻訳画

ＨＥＸ表示画面 
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２－１．システム設定例（御社ネットワークシステムに合わせてください。） 

 
  次に基本的な計測を行うためのシステム設定を行います。  

参考例として通信モジュール［ＨＹＣ－４０００］、回線速度［１０Ｍｂｐｓ］ノードは、ノードＩＤ［０１］、ノードＩＤ［ＦＦ］の２局のみのトー

クン送出状態を観測して見ます。 

図－２［システム設定］をクリックしてください。 
 
 
 
 
                 
                 
                 
                 
                  
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

図－２ 

ここをクリックする 
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２－２．システム設定 
  

この画面で本装置のシステム設定状態を一覧する事ができ、また設定変更等もこの画面で可能です。図－３にシステム設定画面を示し、システム設定

画面で扱う機能と設定パラメータを説明します。この設定条件は、計測実行した時点で自動的に保存されます。電源を切っても次の再起動時には、前回

の最終的な設定条件を読み出して再設定します。また通信モジュール設定は、この画面からは変更できません。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

上画面で本装置のシステム設定状態を一覧する事ができ、また設定変更等もこの画

面で可能です。システム設定画面で扱う機能と設定パラメータを説明します。 

図－３ 
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①メデイアトランシーバーの設定 

この設定項目は、メデイアトランシーバーの設定状態を参照するだけで、変更はできません。 

 尚、ＨＹＣ－５０００の場合は「ＨＹＣ－４０００」の位置に印が付きます。 

 
②回線速度設定 

回線速度設定は、156.25Kbps、312.5Kbps、625Kbps、2.5Mbps、5.0Mbps、10.0Mbps の回線速度に対応する事ができます。御社アークネットシステ

ムの回線速度に合うように設定してください。但し 1.25Ｍbps は対応していません。 
 

③キュプチャメモリ形式設定 

¸ 固定形式・・・キャプチャメモリの設定値に達したら計測を強制的に停止し表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

0 Max 

②トリガが掛かるか、Max に達 

したら、計測停止します。 ③先頭から１画面分表示します。 

キャプチャメモリイメージ 

キャプチャ１回目 

固定形式キャプチャメモリ形式概念図 

①計測開始 
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¸ 循環形式・・・リングバッファ形式で記録されます。トリガ事象、または、計測停止ボタンが押されるまでデータを上書きしながら計測を 

繰り返します。トリガ事象、計測停止ボタンが押されると表示します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

0 
Max 

④先頭から１画面分表示します。 この場合計

測停止アドレス＋２番地がキャプチャの論理

的先頭アドレスとなります。 
 

キャプチャメモリイメージ 

キャプチャ１回目 

キャプチャ２回目 

②Max に達したら物理的０番地

に戻る。 

⑤計測停止アドレス論理的最

後部アドレス 

循環形式キャプチャメモリ形式概念図 

①計測開始 

③トリガが掛かるか、計測停止 

ボタンを押したら、計測停止 
します。 
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④キャプチャメモリ容量設定 

¸ ８ＭＢｙｔｅ・・・比較的小規模のシステムのデバッグに使用します。最も小さいサイズで、サーチ、ファイル化等の操作に対して高速です。  

           ハードウェアデバッグ、初期のソフトウェアデバッグ等の単純な繰り返しの多いデバッグに有効です。 

 

¸ １６ＭＢｙｔｅ・・小規模～中規模までのシステムのデバッグに使用します。サーチ、ファイル化等の操作に対して高速です。 

ハードウェアデバッグ、初期のソフトウェアデバッグ等の単純な繰り返しの多いデバッグに有効です。 

 

¸ ３２ＭＢｙｔｅ・・中規模～大規模のシステムのデバッグに使用します。サーチ、ファイル化等の操作に対して時間がかかります。 

 非常に難しい不具合解析に使用します。 

 

¸ ６４ＭＢｙｔｅ・・大規模のシステムのデバッグに使用します。サーチ、ファイル化等の操作に対して非常に時間がかかります。 

非常に難しい不具合解析に使用します。 

 

⑤トークン取り込み制御設定 

計測時にトークンメッセージをデータとして取り込むか、捨てるかの選択。デバッグ初期の段階では、リコン、バーストの発生等がある場合、ト

ークンを取り込むほうがネットワークシステムの破壊から構築まで観測することが可能で、異常ノードを特定するのに便利です。 

 

⑥タイムインターバル設定 

  通常はネットワークシステムの伝送速度によってきめますが、精密にネットワークのノード間処理時間計測を行う場合は、適切に設定してくださ

い。１μＳから１００ｍＳ迄設定が可能です。但し １００ｍＳを選択した場合、おおよその実時間を表示します。 

 

⑦１０進１６進表示選択 

翻訳モードでＣＰ値、データ位置、タイマ情報の表示を１０進１６進に変換して見ることが出来ます。 

 

⑧終端接続設定 

本装置が、御社ネットワークシステムのどの場所に接続されるかによって終端の有無が生じます。本装置の終端接続端子に接続された終端抵抗器

を接続／切断制御が可能です。終端抵抗器は御社システムネットワークのケーブル特性インピーダンスに合わせてください。 

 

⑨回線制御設定 

御社、ネットワークシステムと本装置を電気的に接続／切断の制御が可能です。「ＡＢＬ」は送信する事も可能ですので御社ネットワークシステム

から物理的に切り離す必要が生じた場合この機能を使います。 

（注）送信機能が働くとノードになる必要がありますが、ネットワークシステムの負荷となるので、計測／試験以外では切り離す必要があります。 
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２－３．システム設定の確認 

 

システム設定が完了したらシステム設定情報画面に設定情報が反映されていることを確認してください。システム設定表示のデフォルトは黒色です。

緑色の表示は、デフォルト外の設定を表し、赤色は、回線接続設定で回線切断されています。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

通常は灰色でトリガ－１許可、トリガ－２許可、外部トリガ許可を設定した場合、それぞれ緑色で示

されトリガ発生時は赤色に変化してそれぞれのトリガ発生を知る事が可能です。 
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２－４．ネットワークを観測する 

 
それでは設定してトークンを観測してみましょう。ネットワーク回線は接続されていますか？ 

 

¸ 回線接続設定は、回線接続をチェックしてください。 

¸ 終端接続設定は、御社システムの接続状態によっては、チェックする必要があります 

¸ キャプチャメモリ形式設定は、固定形式にチェックしてください。 

¸ キャプチャメモリ容量設定は、８ＭＢｙｔｅにチェックしてください。 

¸ タイムインターバル設定は、１μＳにチェックしてください。 

¸ トークン取り込み制御設定は、トークンを取り込むにチェックしてください。 

 

システム設定画面例を下記に示します。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

計測開始ボタンを押してください。計測を

開始すると計測収録アドレス表示が緑色か

ら黄色に変化すると同時にアドレスが変化

していればデータを取り込んでいます。また 

機能進捗表示が変化して残りのキャプチャ

容量を示しています。回線情報画面の回線状

態のランプが点灯し、受信状態のランプが点

灯します。その様子を図－４に示します。図

－４中の赤丸の数字は、次に説明する計測開

始画面の機能について説明するためのもの

です。 
 
 




